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平成28年度、29年度の連系線のマージンの値

平成2８年３月１０日

別 紙
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3Ⅰ 平成28年度のマージン

連系線 方向 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 備考

北海道本州
間連系設備

北海道⇒東北

東北⇒北海道

東北東京間
連系線

東北⇒東京 580 500 620 790 790 690 540 620 680 720 720 660

東京⇒東北 320 300 330 390 380 350 320 350 380 400 390 370

東京中部間
連系設備

東京⇒中部 600 600 670 760 760 710 600 600 670 720 720 640

中部⇒東京 600 600 620 790 790 690 600 620 680 730 730 670

中部北陸間
連系設備

北陸⇒中部 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

中部⇒北陸
700 700 700 700 700 700 700 700 700 700 700 700 4/30～5/5は500

北陸関西間
連系線

関西⇒北陸

北陸⇒関西 50 50 60 70 70 70 50 60 60 70 70 60

中部関西間
連系線

中部⇒関西 280 270 310 370 370 340 270 280 310 340 340 300

関西⇒中部 290 290 330 370 370 350 300 300 330 340 340 320

関西中国間
連系線

関西⇒中国 240 230 260 320 320 280 230 250 290 300 300 270

中国⇒関西 270 260 310 360 360 330 260 280 310 340 340 290

関西四国間
連系設備

関西⇒四国 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

四国⇒関西 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

中国四国間
連系線

中国⇒四国 700 0 700 700 700 700 700 700 700 700 700 700
6/1～10は０

6/11～14は450

四国⇒中国 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

中国九州間
連系線

中国⇒九州 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

九州⇒中国 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（単位：MW）

次シート参照

（注）需給状況変化に伴う供給計画変更等により、マージンの値は今後変更となる可能性あり
４月分は既に月間断面となっており、マージンの値が減少となっている断面もあり



4Ⅰ 平成28年度のマージン〔北本連系設備〕

連系線 方向

4月 5月 6月

平日 休日 平日 休日 平日 休日

昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間

北海道本州間
連系設備

北海道⇒東北 210 240 240 240 230 260 270 280 500 500 500 500

東北⇒北海道 490 510 510 510 500 520 520 530 520 530 510 520

方向

7月 8月 9月

平日 休日 平日 休日 平日 休日

昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間

北海道⇒東北 500 500 500 500 500 500 500 500 500 500 500 500

東北⇒北海道 500 530 520 530 510 530 510 530 520 530 510 520

方向

10月 11月 12月

平日 休日 平日 休日 平日 休日

昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間

北海道⇒東北 250 270 250 260 230 230 220 220 170 180 170 170

東北⇒北海道 510 520 510 520 500 500 500 500 470 480 470 470

方向

1月 2月 3月

平日 休日 平日 休日 平日 休日

昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間

北海道⇒東北 180 180 200 180 180 180 180 180 190 180 230 220

東北⇒北海道 460 440 490 470 470 460 470 450 480 480 500 500

（単位：MW）

（注）需給状況変化に伴う供給計画変更等により、マージンの値は今後変更となる可能性あり
４月分は既に月間断面となっており、マージンの値が減少となっている断面もあり



5Ⅱ 平成29年度のマージン

連系線 方向 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

北海道本州間
連系設備

北海道⇒東北

東北⇒北海道

東北東京間
連系線

東北⇒東京 580 500 620 790 790 690 540 620 680 720 720 660

東京⇒東北 320 300 320 380 390 350 320 350 390 400 400 370

東京中部間
連系設備

東京⇒中部 600 600 670 770 770 710 600 600 670 720 720 650

中部⇒東京 600 600 630 790 790 690 600 620 680 730 730 670

中部北陸間
連系設備

北陸⇒中部 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

中部⇒北陸
500 500 500 700 700 700 700 700 700 700 700 700

北陸関西間
連系線

関西⇒北陸

北陸⇒関西 60 50 60 70 70 70 50 60 60 70 70 60

中部関西間
連系線

中部⇒関西 280 270 310 370 370 340 270 280 310 340 340 300

関西⇒中部 290 290 330 370 370 350 300 300 330 340 340 320

関西中国間
連系線

関西⇒中国 240 230 260 320 320 290 240 260 290 310 310 270

中国⇒関西 270 270 310 360 360 330 270 280 310 340 340 300

関西四国間
連系設備

関西⇒四国 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

四国⇒関西 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

中国四国間
連系線

中国⇒四国 700 450 700 700 700 700 700 700 700 700 700 700

四国⇒中国 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

中国九州間
連系線

中国⇒九州 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

九州⇒中国 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（単位：MW）

次シート参照

（注）需給状況変化に伴う供給計画変更等により、マージンの値は今後変更となる可能性あり
４月分は既に月間断面となっており、マージンの値が減少となっている断面もあり



6Ⅱ 平成29年度のマージン〔北本連系設備〕

連系線 方向

4月 5月 6月

平日 休日 平日 休日 平日 休日

昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間

北海道本州間
連系設備

北海道⇒東北 200 230 240 240 230 250 270 280 500 500 500 500

東北⇒北海道 410 420 430 430 420 430 440 450 440 450 430 440

方向

7月 8月 9月

平日 休日 平日 休日 平日 休日

昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間

北海道⇒東北 500 500 500 500 500 500 500 500 500 500 500 500

東北⇒北海道 420 450 440 450 530 550 530 550 540 550 530 540

方向

10月 11月 12月

平日 休日 平日 休日 平日 休日

昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間

北海道⇒東北 250 270 250 260 230 230 220 220 170 170 170 170

東北⇒北海道 530 540 530 540 520 520 520 520 490 500 490 490

方向

1月 2月 3月

平日 休日 平日 休日 平日 休日

昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間

北海道⇒東北 180 180 200 180 180 180 180 180 190 180 230 220

東北⇒北海道 480 460 510 490 490 480 490 470 500 500 520 520

（単位：MW）

（注）需給状況変化に伴う供給計画変更等により、マージンの値は今後変更となる可能性あり
４月分は既に月間断面となっており、マージンの値が減少となっている断面もあり



7参考）全国系統の概念図

平成２８年度（８月）におけるマージン算出結果
北海道エリア

432万kW

東北エリア

1309万kW

東京エリア

5247万kW

北陸エリア

495万kW

中部エリア

2428万kW

関西エリア

2634万kW

中国エリア

1056万kW

四国エリア

504万kW

九州エリア

1518万kW

沖縄エリア

143万kW

東北東京間連系線
↑ 38万kW
↓ 79万kW

北海道本州間連系線
↑ 51万kW
↓ 50万kW

新信濃FC

佐久間FC

東清水FC

東京中部間連系線
→ 79万kW
← 76万kW

中部北陸間連系線
↑ ※
↓ 0万kW

中部関西間連系線
→ 37万kW
← 37万kW

北陸関西間連系線
→ ※
← 7万kW

関西中国間連系線
→ 36万kW
← 32万kW

中国九州間連系線
→ 0万kW
← 0万kW

中国四国間連系線
↑ 0万kW
↓ 70万kW

・・・周波数変換所

・・・交直変換所

※ 各エリア内数値は、平成28年度（8月）送電端最大3日平均電力予想（H３）を表す。

関西四国間連系線
→ 0万kW
← 0万kW

※ 合わせて
70万kW


